（一社）宮城県病院薬剤師会　共催研修会実施要項
1. 研修会の種類
研修形態の種類としては、下記の項目を基本とする。下記以外の場合には要相談
· 集合研修会（会場にて研修に参加する形式）
· WEB研修会
（原則Microsoft TeamsあるいはZOOMを使用、他の会議システムを使用時は要相談）
· 集合＋WEB研修会（WEBの部分はWEB研修会参照）
2. 共催研修の対象実施団体
· 薬剤師会等の薬事又は医療に関して公益的な事業を行っている法人
· 病院などの医療機関、大学などの研究教育機関
· 上記の他、当会が適当と認める個人・団体等
3. 申請方法
共催研修会実施団体は、申請時に研修会開催ごとに生涯研修委員会（mail:mbyski@miyagi-byouinyaku.jp）に日病薬病院薬学認定制度の領域、単位などを事前に相談し、開催の５週間前までに以下の書類を当会事務局に提出する。申請後日本病院薬剤師会の審査時に、タイトル、演題名、領域等の変更を要請された場合は、すみやかに変更すること。
提出書類
· 研修会共催依頼書（様式１）
· 研修会プログラム
＊　WEBおよびハイブリッド開催の研修会プログラムには、以下の事項を記載すること（申し込み時に確認すること）
· 申込時に、氏名、施設名、施設住所、メールアドレス、研修シールの要・不要が必要です。　
· キーワードを複数回アナウンスするので控えておいてください。
· 講演開始後15分以降の入室及び途中退室すると研修単位シールは発行されません。
· メールアドレスは事務連絡のため、必要により当会事務局に開示いたします。
· 宮城県病院薬剤師会会員以外で日病薬病院薬学研修シールが必要な先生は、本会から「web研修における宮城県病院薬剤師会会員以外の方の研修単位の受け取り方法」をダウンロードし、その内容に沿って本会に申請してください。

**　専門薬剤師・認定薬剤師制度を申請中の場合は、「専門領域の認定申請は成果報告書の提出が必要です。」とプログラムに記載すること

製薬企業共催時、企業が賛助会員の場合は事務手数料10,000円、非賛助会員の場合は共催費20,000円と事務手数料10,000円の30,000円を事務局より請求する。

提出先
一般社団法人宮城県病院薬剤師会　事務局代行
〒980-8574　仙台市青葉区星陵町１－１
東北大学病院薬剤部内
 Email：bureau@miyagi-byouinyaku.jp

研修会開催当日
· 集合研修
日病薬病院薬学認定制度対象研修時は、受付にて研修対象講演開始の15分後まで研修単位シール引換用紙（様式３）を配布する。
芳名帳を使用していない場合には、研修対象講演の15分過ぎからは出欠確認票（様式４）を配布する。（対象講演開始後15分以降の入場者は研修単位を発行できません）
· WEB研修
会議システムにて、受講者氏名（フルネーム）、施設名、入退室時間を管理。
研修シールが必要な会員は、次のいずれか方法で受講管理する。本会としては③を推奨
① 研修終了後、受講者に対して確認テストの実施 
② 研修終了後、受講者から研修レポートを回収 
③ 研修中、複数回のキーワードを提示し、研修終了後、受講者からすべてのキーワードを
確認（上記キーワードは、任意文字で主催者が決定し、研修中2～3回に分けて表示すること） 
· 集合＋WEB研修
基本的に集合研修とWEB研修のそれぞれと同様に扱う。

4. 研修会開催後の提出書類
共催研修会実施団体は、研修会開催後に以下の書類を提出してください。
●実施報告書（様式５）
●受講者名簿
　　〇 集合研修
・研修会参加者名簿（様式６）（独自の芳名帳でも可）または、出欠確認票（様式４）
・研修単位シール引換用紙(様式３)と残余シール
〇 WEB研修会
・WEB研修会参加者名簿(様式７)
・施設内で複数会員が聴講した場合、施設代表聴講者が、聴講者の氏名および入室　
　時間・退出時間の証明を提出すること。
5. 研修単位シール
「日病薬病院薬学認定薬剤師制度」の研修単位シールとする。
●配布方法
研修会終了後、集合研修の場合は生涯研修委員が配布。web研修会は、名簿を基に当会事務局より定期的に受講者へ郵送する。

6. 研修単位
●日病薬病院薬学認定薬剤師制度
・0.5単位/45分以上90分未満、1単位/90分、以後45分毎に0.5単位加算
・1日取得単位の上限	カリキュラム項目が特定されない学会等：1日上限4単位、
特定される学会等：1日上限なし
●日病薬 専門薬剤師・認定薬剤師認定制度
・30分毎に0.25単位を認定する。
参考
日病薬病院薬学認定制度については下記URLを参照してください。
https://www.jshp.or.jp/banner/byouinyakugaku/

具体的な研修項目一覧
	
	研修番号
	項目
	目標

	Ⅰ．医療倫理と法令を順守する
	Ⅰ－１
	薬剤師の使命と
責任
	生命の尊さを認識し、臨床現場における生命倫理の重要性を理解する。

	
	Ⅰ－２
	医療制度
	質の高い医療を提供するため、医療に関する制度を理解する。

	
	Ⅰ－３
	法令順守
	質の高い医療を提供するため、薬剤師業務に関わる法律を理解する。

	Ⅱ．基本的業務の向上を図る
	Ⅱ－１
	調剤
	患者情報を収集し、薬歴に基づいた処方監査、疑義照会を経て、調剤し交付する。

	
	Ⅱ－２
	製剤
	ガイドライン等に準拠し、必要な院内手続を経て、品質を保証した製剤を供給する。

	
	Ⅱ－３
	医薬品情報
	適正使用のための医薬品情報を収集・評価し、適切に情報提供する。

	
	Ⅱ－４
	医薬品管理
	医薬品の適正使用を目的として、品質の確保など法に則り適正な医薬品等の管理・供給の役割を担う。

	
	Ⅱ－５
	マネジメント
	業務の適正化、職能拡大のために経営的視野を含めたマネジメント力を養成する。

	
	Ⅱ－６
	教育・研究
	質の高い医療人養成を目指した実務実習を支援し、医療の高度化、多様化に対応できる研究マインドをもつ。

	Ⅲ．チーム医療を実践する
	Ⅲ－１
	病棟・外来業務
（医療コミュニケーション）
	患者に最適な薬物療法を提供するため、治療効果の向上と副作用の防止に努め、チーム医療を実践し患者の利益に貢献する。

	
	Ⅲ－２
	連携
	薬剤師の役割を理解し、職種間・施設間で協働して薬物療法を支援する。

	Ⅳ．医療安全を推進する
	Ⅳ－１
	リスクマネジメント
（医薬品安全管理）
	医療事故は日常的に起こり得ることを認識し、適切な情報を基にした医薬品の安全使用をはじめ、安全・安心の医療を実践する。

	
	Ⅳ－２
	感染制御・管理
	消毒薬、抗菌薬の適正使用など、感染制御・管理を通じて安全で適切な環境作りを支援する。

	Ⅴ．ファーマシューティカルケアを実践する
	Ⅴ－１
	医薬品（製剤）特製
	医薬品（製剤）の特性を理解し、適切な薬物療法を支援する。

	
	Ⅴ－２
	疾病・薬物療法
	疾病と病態を理解し、適切な薬物療法を支援する。

	
	Ⅴ－３
	患者特性
	患者特性に応じて、適切な薬物療法を支援する。


同じ疾病に関する研修会であっても同じ領域になるとは限りません。
同じ領域であれば合算して単位申請可能です。
· 「講演①30分＋講演②30分」で同じ領域なら0.5単位、しかし領域が異なれば単位なし

